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1.  平成25年3月期第3四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第3四半期 24,125 2.1 251 35.5 221 0.6 12 △75.9
24年3月期第3四半期 23,632 △2.6 185 △28.7 219 △14.3 51 △17.0

（注）包括利益 25年3月期第3四半期 18百万円 （―％） 24年3月期第3四半期 0百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第3四半期 1.51 ―
24年3月期第3四半期 6.27 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第3四半期 28,825 13,764 47.2
24年3月期 29,085 13,801 47.1
（参考） 自己資本   25年3月期第3四半期  13,617百万円 24年3月期  13,687百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
25年3月期 ― 5.00 ―
25年3月期（予想） 5.00 10.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 33,300 1.3 400 △27.4 380 △36.1 100 △57.5 12.29



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。 
詳細は、添付資料Ｐ．３ 「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」 をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

  

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決
算短信（添付資料）2ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期3Q 8,781,000 株 24年3月期 8,781,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期3Q 645,452 株 24年3月期 645,452 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期3Q 8,135,548 株 24年3月期3Q 8,135,588 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、復興需要により緩やかな回復が見られましたが、欧州の債務

問題や新興国経済の伸び悩みなどにより生産・輸出が停滞するなど、先行きの不透明な状況が続きました。個人消

費は比較的堅調に推移したものの、厳しい雇用環境や将来の生活への不安感等を背景とした節約志向が根強く、本

格的な回復に至っておりません。  

 印刷業界におきましては、企業の広告宣伝需要は戻りつつあるものの、デジタル化の進展による印刷物の減少や

受注競争の激化による単価の低迷が続き、依然として低調に推移しております。  

 こうした状況下、当社グループは顧客価値の創造を目指し、お客様とのコミュニケーションを深め潜在的なニー

ズを見つけ出し、その課題の解決策をご提案する活動に全社一体となって取り組んでまいりました。また新規開拓

と市場深耕に向けて、顧客別、業界別、商材別など営業情報を活用した多面的な戦術展開を進めてまいりまし

た。  

 併せて、予算管理の強化などによる固定費の削減、内製化促進などによる外注費の削減に取り組むなどコスト管

理の強化を図って収益力向上に努めてまいりました。  

 こうした取り組みの結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間における売上高は241億25百万円（前年同

四半期比2.1％増）となりました。利益面では、営業利益2億51百万円（前年同四半期比35.5％増）となりました。

しかしながら、持分法投資損失75百万円の計上により、経常利益2億21百万円（前年同四半期比0.6％増）、四半期

純利益12百万円（前年同四半期比75.9％減）となりました。 

  

当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の状況は、以下のとおりであります。  

（印刷事業）  

 印刷事業では、効果的に新規開拓と市場深耕を進めるためSFA（営業管理支援システム）を活用し、営業活動の

可視化や成功事例の水平展開を行い、受注率のアップを図りました。  

 また、ウェブサイトの構築やスマートデバイスのコンテンツ制作を強化し、お客様のデジタル化ニーズにお応え

するほか、イベント事務局の受託など 販促支援サービスを推進して、お客様の課題解決を通じた顧客満足度の向

上に注力してまいりました。  

 このような取り組みの結果、印刷事業の売上高は153億35百万円（前年同四半期比1.5％増）となりました。  

 製造原価の改善に向けコスト管理を強化し、用紙、インクの値上がりを抑えるための仕入価格交渉の強化や代替

品の検討などを進めたほか、予算管理の強化などによる固定費の削減、内製化促進による外注費の削減などに取り

組んだものの、営業利益は0百万円（前年同四半期比99.5％減）となりました。  

 

（物販事業） 

 物販事業の主要販売先である印刷業界が、継続的な業績不振にある中、自社ブランド商品の展開を強化するとと

もに、お客様の付加価値向上につながる提案、省資源・省エネなどの環境配慮型商品の提案を推進してまいりまし

た。  

 こうした取り組みにより、物販事業の売上高は99億10百万円（前年同四半期比7.8％増）となりました。利益率

の高いOEM機械が堅調だったほか、販売管理費の削減や与信管理の強化による貸倒引当金の減少などにより、営業

利益は２億44百万円（前年同四半期比265.5％増）となりました。 

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末の資産の部は、主に受取手形及び売掛金の減少により、前連結会計年度末に比べ２

億59百万円減少し、288億25百万円となりました。負債の部は、短期借入金の減少等により、前連結会計年度末に

比べ２億22百万円減少し、150億61百万円となりました。純資産の部は、前連結会計年度末に比べ37百万円減少

し、137億64百万円となり、自己資本比率は47.2％となりました。   

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 現時点での平成25年３月期の業績予想は、平成24年11月９日に公表いたしました通期の連結業績予想の数値から

の変更はございません。  

   

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 持分法適用関連会社である竹田ミクロン株式会社の株式を追加取得したため、同社は、当第３四半期連結会計期

間より連結子会社となりました。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用 

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益はそれぞれ 千円増加しております。 

  

  

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

9,568
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,670,697 3,917,738

受取手形及び売掛金 9,079,310 7,850,292

有価証券 50,000 99,890

商品及び製品 682,324 803,647

仕掛品 298,953 597,371

原材料及び貯蔵品 136,321 148,524

繰延税金資産 382,224 382,224

その他 491,604 535,297

貸倒引当金 △154,586 △168,935

流動資産合計 14,636,849 14,166,051

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,151,457 4,085,507

機械装置及び運搬具（純額） 655,012 697,403

土地 5,486,202 5,486,202

リース資産（純額） 364,955 909,734

その他（純額） 173,998 149,476

有形固定資産合計 10,831,626 11,328,324

無形固定資産 367,259 347,393

投資その他の資産   

投資有価証券 1,591,344 1,334,209

繰延税金資産 575,041 578,548

その他 1,845,226 1,635,123

貸倒引当金 △762,113 △619,884

投資その他の資産合計 3,249,499 2,927,996

固定資産合計 14,448,384 14,603,714

繰延資産 － 55,761

資産合計 29,085,234 28,825,526
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成24年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,411,075 6,778,982

短期借入金 1,750,000 1,110,000

1年内返済予定の長期借入金 742,704 571,240

リース債務 153,840 229,191

未払法人税等 67,293 109,152

賞与引当金 407,096 193,164

その他の引当金 23,200 20,900

その他 864,557 843,477

流動負債合計 10,419,766 9,856,107

固定負債   

長期借入金 2,431,351 2,327,477

リース債務 330,177 746,075

長期未払金 86,640 83,814

退職給付引当金 1,791,539 1,819,764

資産除去債務 172,324 175,256

その他 51,623 52,524

固定負債合計 4,863,656 5,204,912

負債合計 15,283,423 15,061,020

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,937,920 1,937,920

資本剰余金 1,793,446 1,793,446

利益剰余金 10,257,699 10,188,671

自己株式 △497,124 △497,124

株主資本合計 13,491,941 13,422,913

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 195,684 194,306

その他の包括利益累計額合計 195,684 194,306

少数株主持分 114,185 147,286

純資産合計 13,801,811 13,764,506

負債純資産合計 29,085,234 28,825,526
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

売上高 23,632,550 24,125,764

売上原価 19,344,916 19,724,911

売上総利益 4,287,633 4,400,853

割賦販売未実現利益戻入額 1,614 979

差引売上総利益 4,289,248 4,401,832

販売費及び一般管理費 4,104,007 4,150,761

営業利益 185,240 251,071

営業外収益   

受取配当金 25,647 23,368

受取賃貸料 12,355 13,471

受取保険金 5,074 7,614

貸倒引当金戻入額 21,922 27,221

その他 31,396 29,602

営業外収益合計 96,396 101,278

営業外費用   

支払利息 55,509 50,535

持分法による投資損失 1,126 75,714

その他 5,175 4,914

営業外費用合計 61,811 131,163

経常利益 219,826 221,185

特別利益   

固定資産売却益 4,378 18,093

投資有価証券売却益 833 －

その他 － 227

特別利益合計 5,211 18,320

特別損失   

固定資産処分損 17,693 13,621

投資有価証券評価損 3,474 21,163

退職給付費用 5,675 －

ゴルフ会員権評価損 5,470 15,640

設備移設費用 40,693 15,723

その他 6,912 9,869

特別損失合計 79,918 76,018

税金等調整前四半期純利益 145,118 163,487

法人税等 82,140 143,300

少数株主損益調整前四半期純利益 62,978 20,186

少数株主利益 11,887 7,858

四半期純利益 51,090 12,327
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 62,978 20,186

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △62,595 △1,378

その他の包括利益合計 △62,595 △1,378

四半期包括利益 383 18,808

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △11,504 10,949

少数株主に係る四半期包括利益 11,887 7,858
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該当事項はありません。     

   

該当事項はありません。   

   

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              (単位：千円) 

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引の消去が含まれております。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

              (単位：千円) 

(注) １ セグメント利益の調整額には、セグメント間取引の消去が含まれております。 

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年

４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更した

ため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。 

 この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、セグメント利益が印刷事業で 千円、物販

事業で 千円増加しております。また、セグメント利益の調整額が 千円減少しております。   

   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

    

  報告セグメント 

計 
調整額 
（注）１ 

  

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注）２   印刷 物販 

  売上高           

 (1) 外部顧客への売上高 15,100,797 8,531,753 23,632,550 － 23,632,550

 (2) セグメント間の内部売上高 
      又は振替高 

5,760 662,941 668,702 ( )668,702 －

計 15,106,558 9,194,694 24,301,253 ( )668,702 23,632,550

 セグメント利益 98,385 67,018 165,403  19,837 185,240

  報告セグメント 

計 
調整額 
（注）１ 

  

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(注）２   印刷 物販 

  売上高           

 (1) 外部顧客への売上高 15,329,460 8,796,303 24,125,764  － 24,125,764

 (2) セグメント間の内部売上高 
      又は振替高 

5,728 1,113,753 1,119,481 ( )1,119,481 －

計 15,335,189 9,910,056 25,245,246 ( )1,119,481 24,125,764

 セグメント利益 540 244,969 245,509  5,561 251,071

9,170

558 160
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重要な契約の締結 

  株式会社プロセス・ラボ・ミクロンは、現在、民事再生手続下にありますが、当社が同社のスポンサーとして再

生支援することが、同社取引先の期待に応えるとともに、当社の半導体マスク事業の強化と企業価値の向上に寄与

するものと考え、平成25年１月29日、監督委員の同意を得た上で、当社と株式会社プロセス・ラボ・ミクロンは、

スポンサー契約を締結しました。 

１．契約の相手方の名称 

株式会社プロセス・ラボ・ミクロン 

２．契約締結日 

平成25年１月29日 

３．契約の内容 

スポンサーとして人的・資金的支援を行うものですが、発効要件として監督委員の同意、解除条件として再生

計画案の債権者集会での否決、裁判所の不認可、民事再生手続の廃止決定、並びに破産・会社更生手続への移

行が付されております。 

４．損益等へ及ぼす重要な影響 

現在、同社は、再生計画策定中の段階であり、今後の当社の損益に対する影響額は未確定であります。  

  

（６）重要な後発事象
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